
令和５年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

施 設 名 大和市上和田東児童館 

指定管理者 大和市上和田東児童館管理運営委員会 

指定期間  令和４年４月１日～令和９年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務                                                 （単位：人） 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
その他 

（高校生付

添父母等） 
合 計 １日平均 

開館日数 

（日） 

上和田東 １２８  １,９２８  ４０ 109 2,２０５ ７.１  30９ 

                                                       

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分まで（月曜日

と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員２名の常時配置、児童館としての自主事業の実施および児

童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施設内の安全確保について仕様書に定めると

おり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

月 事 業 名 開催期間 参加者数 

４ 各種工作(こいのぼり・額絵・カーネーションづくり) ４/1～ ４４人 

５ 

R４年度第４回役員会 ５/６ ４人 

各種工作(カーネーション・トートバッグづくり) ５/1～ ３２人 

第１８回総会 ５/１７ 運営側 １４人 

新一年生にプレゼント（児童館の説明と記念品プレゼント） ５/１～ １３人 

６ 
各種工作（DIYキーリングづくり） ６/１～ ３１人 

避難・消火訓練 ６/２３ ８人 

７ 各種工作（アクアビーズ・ガーランドづくり） ７/1～ 3８人 

８ 
各種工作（夏休み縁日・スーパーボールすくい・スライムづくり） ８/1～ １４３人 

交通安全映画会 ８/１ １８人 

９ 
各種工作（石けんデコパージュ・ポンポンキーホルダーづくり） ９/1～ ４３人 

施設見学（上和田小学校２年生） ９/２６ ４４人 

１０ 

各種工作（ポンポンキーホルダー・ハロウィンバック・モビールづくり） １０/１～ ６０人 

大掃除・消火訓練及び避難訓練 １０/１ 運営側 ７人 

第１回役員会 １０/4 運営側 ４人 

ハロウィン(来館者にお菓子のプレゼント) １０/３１ ２７人 

１１ 各種工作（キラキラリース・透明ツリーづくり） １１/１～ ３５人 

１２ 
各種工作（キラキラリース・透明ツリーづくり） １２/１～ １６人 

クリスマス会(ビンゴ大会・ゲーム・来館者にお菓子のプレゼント) １２/２ ４０人 

１ 
各種工作（ワニのペンケース・カレンダーづくり） １/５ １５人 

第２回役員会 １/１６ 運営側 4人 



２ 
各種工作（ワニのペンケース・カレンダー・おひなさまづくり） ２/１～ １６人 

第３回役員会 ２/２７ ４人 

３ 

各種工作（おひなさまづくり） ３/1～ ３人 

お楽しみ週間（ゲーム・来館者にお菓子のプレゼント） ３/５～3/10 １１０人 

第３回役員会 ３/１７ ４人 

第４回役員会 ３/２７ ４人 

 

２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 
5,８９１,１７６ 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の給

料、諸手当、福利厚生費等の金額） 
4,６３１,９２４ 

雑入 

（預金利息等） 
1２ 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施のた

めに支出した金額） 

２０１,６３２ 

  
管理運営費 
（光熱水費や消耗品、修繕等、施設の維

持管理のために支出した金額） 
1,0１８,９７６ 

収入計（①） 5,８９１,１８８ 支出計（②） 5,８５２,５３２ 

    

収支決算 38,656 

３．管理運営に対する評価等 

指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 

評価にあたっては、令和６年２月から３月にかけて利用者アンケートを実施し、令和５年度事業について利

用者より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の管理・運営については、条例等に則り適切に行われています。 

・新型コロナウイルス感染症が令和５年５月から５類感染症に移行してからの運営について、集団で行う行事

や遊びなどを再開することにより、初めて児童館を利用する児童だけでなく、今まで児童館を利用していた

児童も初めて経験することで多くの児童が放課後の居場所として利用してもらえる結果になったことについ

て、評価します。 

・利用者アンケート「スタッフの対応」について、継続して高い水準を維持している点を評価します。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

・感染症の影響により中止となった事業もありますが、クリスマス会やお楽しみ週間などを再開させるなど、児

童館を利用する機会を創出している点について評価します。 

・交通安全映画会、ハロウィン、クリスマス会、お楽しみ週間などの行事で子どもたちが司会進行やポスター作

成を行い、子どもたちの自発性や創造性を育む取り組みを行っていることを高く評価します。 

・工作は、昨年度とは異なった内容を毎月必ず行い、児童の創作意欲の向上と、児童館を継続的に利用する

機会を創出している点について高く評価します。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行われているほか、施設を維持するための取り組みが見られます。 

・夏場に日当たりのよい場所にゴーヤを植えて日差しを遮ることで、節電に努めている取り組みを評価します。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な人員配置及び財務状況と判断します。 

・指定管理会計の収支決算は良好な状況です。 

 


